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文明新戯運動の前段階
一一一清末演劇改革運動の限界と影響力
白井啓介
O. はじめに
本稿は，初期話彦IJ (文明新戯)運動考察への導入として，それに先行する伝
統劇改革の動きを採ろうとするものである。従来， tiV末のこの積の演劇改革運
動については，我が閣でも中村忠行1952，官)1良事削76，瀬戸宏"がなどの諸
研究が公にされているが，本;m'~ではそれらの成果をふまえつつ，この祷末の演
劇改革を，文明新戯との関係からとらえ産そうとすることを主限としている。
文明j新戯(つとに名高い春iDl社の上演作品もこれに含める〉は， 20位紀初頭
の上海で、の学生演劇を直接の祖;~~とする，科白(せりふ)を主要な要素とした
対話摩IJ(したがって伝統劇のような歌唱は原知として持たない〉の初期形態と，
一応見なしてよいだろう σ だが，それは西欧式の所謂「近代劇jと同一視する
ことのできるものではない。当時の学生たちがその上演に当って，時事問題を
扱った新しい京f塁寺事新戯一一ーなどに影響されていた形跡もあるように，
むしろ伝統劇のスタイルに近いものであったろう。とはいうもののラ春椀社の
どは，何分かの「近代劇J志向を持っていることもまた認めなくてはな
らなし、。そこで，文明新戯は，複合的な，そして輔の広い過渡的存在であった
と位置付けることもできるのであるO
ただ， このような定義では，文明新戯の本質を把握しえたことにはなるまし、。
また，伝統劇から「近代劇jへとし、う単調漸増式の，近代主義的「発展jの中
での一過程としてのみ割り切って考えてしまわぬためにも，もう少し精密な解
明が必要であろう。そして，この伝統劇が主流ないしは「唯一Jであった環境
で， I新劇jを生み出していった過程には，現代中国の f話劇J及びその演技
の影響を強く受けている映画が抱える悩みにも共通する問題が見出しうるよう
に忠われる。
( 1 ) 
本橋は，紙i協の都合j斗伝統)剥に関する記述を主としたものとなっているが，
これらを通じて，文明新戯の複合的な性格を明らかにしたいとの視野に立った
ものであることを，あらかじめお断りしておかねばならない。
1. ~，王笑鍵とその時事新戯
伝統劇，特に京劇の実際の改革に最も早く着手したのは，笑鍛(1858'"
1918)であった。ところがその改革は，京劇の芸術様式の衰退への危機感に発
したとか，またその様式を改革するとかいうはっきりした意関から始まったの
ではないようだ。
当時の京劇は，むしろ最礎知jを迎えていた。京劇は，各地方に行なわれてい
る所謂「地方戯jとは異なり，各地の [1語調を吸収しつつ豊かな表現力を有する
演劇形式へと発展してきたものであるが，安徽の雨期亭が['三三慶班jを率いて
北京に入り， l'凶喜J1-春台JI 和春J が続いて，所謂I'~l大徽が勢いをもつ
のが， ょうやく18世紀末のことでありう この二質調と漢劇の西皮調との合流が
始まるのが， 1830 (道光10)年頃のことである。これが， 1850 (道光30)年に
始まる太平天国運動を経て，各地の芸人が北京に流入することによっ
地の劇種を吸収する O 続く向治年間(1862r-y74)から光緒年間 (1875'"")にか
けて，程長庚，麗勝杢，楊月楼，講義培，徐小番，梅巧玲，参15鶴田，劉哲三と
いった名擾を輩出しさらに注桂芥，孫菊仙らが続いて，演目「三千八百齢J
と称されるような盛況を呈するにいたったとされるのである。
京劇改革の誘因は，むしろ当時の社会・政治情勢の方にあったといえるだろ
う。 1840年のアヘン戦争で西欧の侵略に属服した清朝政府への不満が次第に高
まり， 1850年"._，64年の太平天国運動の平定で一時の小康を保ったものの，日清
戦争(甲午戦役， 1894)の敗北で，異民族政府清朝への不満が広がっていたと
いう情勢である。
他方，当時，北京を中心とした京劇が盛況を長しすでに成熟知jを迎えて，
その様式(曲調，役柄，上演法など)もかなり完成されたものとなっていたと
いうことが，かえって新たな時世の動きに対して敏感に反応し，その空気をと
り込むことを阻んでいたようだ。加えて， 1881 (光緒7)年以来， l'内廷供奉j
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f教留Jの名義で宮廷に入り，西太后の護を受けるようになっていたことが，
排優各部!にとってそれほどありがたいもので、はなかったにしろp そのことによ
って少なくとも北京の京劇は，清朝政府への不満の空気をとり込み，反映する
位置にはなくなっていたと見なせるであろう。
新しい模索は，上海で、行なわれていたっ太平天慰運動が平定された墳には，
すでに『鉄公鶏Jという演目が行なわれ， 1890 (光緒16)年頃には，当時の放
火殺人事件を題材とした『任)1頭指Jとしづ i時事物京劇のはしりが演じられてい
たのであるO これに続いて上海で、は，…i時期， lJ寺事業f[戯(京劇〉が流行するが，
その代表格として在笑鍍がいた。
在笑僕は，もともと旗人の出身で，本名は徳克俊，別名が僻，イlp天と号した。
1858 (成豊8)年5月15日に官笹の家庭に生まれ，幼小より詩書を愛読して，
17歳で科挙によt~ じ 22;歳で己911科挙人に合絡したっしかしこれ以上の上進は望
まず，もっぱら f禁友J(アマチュアの京劇上演愛好者)として劇団に入りび
たり，詩と酒の日々を送るようになる。見かねた父親が，河南太康県の知県職
につかせるが，当地の豪紳と対立し，その賄絡を受けた河南巡撫によって解職
されたとし、ぅ。北京に嬬るや京劇に専念すべく，当時の花形「老生J迂桂芥に
弟子入りを願うが，在に鼻であしらわれたため，在笑{農Jと自ら命名して発
噴い修業につとめ，ついに京劇界入りをはたしたのであった。
話J笑撲が本職に転じたのは， 1894 (光緒20)年現，天津においてで，最;初の
i討しものは，侵出箱Jというものであったというっしかしそれは，ひどい
不評であったという。
やがて上海にうって出ることになるが，当時の上海では， 1867 (周治6)年
に英菌籍中間人羅逸g~1lが，宝善街I若靖遠街北に iri埼庭芳」という北京式の舞台
乞定海の劉維忠が，やはり宝善街に「丹桂茶園Jを建てて，夏蛮章，周長以j
らの北京，天津の京劇俳優を招いて上演するようになって以来，いわば本場の
京津派の在稜芥，孫菊仙，諒袋培らの名優も来演するようになっていた。当然，
注笑鑓のような俳優が頭角を現わすには，相当の魅力なり新味が必要で、あった
ことだろう。また一方では，そのような名もない俳優が，自らの技備ひとつで
劇壌に名を馳せることのできる余地が上海にはあった， と推測することもでき
( 3 ) 
ょうか。後に「麟麟派jとして上海京劇界を風機する周信芳が， 7歳で舞台に
立つのは，まだ先の1901年のことなのである。
在笑僚は，このような 1=1で京劇俳優として名を成してむったのだが，彼の名
を成さしめたものは，俳震としての演技もさることながら，自ら芝居を仕立て，
脚本を書いていったことによるところが大きいといえよう。そしてその新作劇
が，彼自身の胸中の憤;替の表出で、あると同時に，時の政治への誠刺でもある
「時事新戯jとよばれるものであった。その政治への識刺が，当時の日清戦争
敗北の責任を問う空気の広がりつつあった社会にうけ入れられ，大当りしたと
いうことになる。
彼は， 1898 (光緒i24)年の戊)文政変の後には，政治を孤刺した新作の『央槌
爵誌や F罵関羅J， EL曲からの脚色である『党人碑~ w獄地図~ w馬i諸機水』な
どの作i!品を次々と公にしてし、く。
いま，その作品を見てみよう。 代表作とも見なされる『笑祖F詩Uは，三国末
期，貌の部交にとり閉まれた罫の成都で，劉議は泣いて父，后主劉禅に抗戦を
進言するがし、れられず，劉禅は投降し，劉議は，その夫人，子を手にかけ，自
らも劉備の慕の前で自刃するとし、う筋立てで， u三三国定、演義Jに基づいた話で
ある。しかし，これは三国志を描くことにその意があったのでないことは明ら
かで，いわば f借古菰今Jの手法である O
たとえば，劉謡が劉禅に抗戦を進言する場面では，次のような「白J(鉱統
劇のせりふに当たる部分)が用意されている O
后主吾児進宮有何本奏?
劉議 那郡交賊子問国成者j)，父皇為何坐視不理?
后主 非;是為父坐視不理，只図満朝文武有願戦的，有願降的，議論紛紛井無
定見。孤想与其労動子文，勝敗不拡不如投降都女，免得塗炭生霊。
劉謡 自古以来嚇有将大好的江~Lr，白送人家的道理!
さらに進言がいれられず，帰府して妻と幼な子を殺し， 2人の王子をも手Iこ
かけようとするところで，次のような 1節がある O
劉議死的好! (唱〉
一見夫人尋短見，
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心中好似乱万刻! (将夫人頭!;t}u-F)
忙用宝剣人頭~i~U~ (手指案Jニ嬰児〉
我三歳的嬰児也要被万新!
(殺死嬰児， Il昌〉
手提人頭出宮殿!……
老太監引二小玉上。
劉諮 (1日〉一見二子限陣内!
輩敏 明野王爺i冴!一言不発為何要殺二位殿下?
劉議 想我爵破家亡，死了倒也子浄!
以上に見られるように，悲憤i瑛慨，極めて悲壮感に満ちた感情が表出されて
おり， r憂国j ともいうべき心情がにじみ出ているO 同時ーに， i自古以来勝有将
大好的江iん白送人家的道理!Jという「白」にしろ， i怒我馬破家亡，死了
倒也子部!Jという「白Jにしろ，当時の日清戦争の，戦力的には優位にあり
ながらの敗北，そして台湾ぅ遼東半島の割譲(遼東半島は，三国干渉で賠償金
3千回で返還〉という領土そのものが奪い取られる未曾有の事態への危機感の
表明ともいえよう。
この危機感，ないしは清朝政府，特に講和推進派李鴻章らへの不満は，当時
世上に広まっていたもののようで，寅遵震も『台湾行Jの中に， i城頭逢逢雷
大鼓，蒼天蒼天沼如i札倭人支部台湾去Jとうたい，国内の各新聞も台湾割譲
に反対して戦争継続を主張する論説を次々発表し， w申報Jなどは「我君可W:，
Tffi我氏不可欺;我君可玩，市我氏不可玩J(1895，7，15)と声明していた。
このような情況の下で「自古以来郷有将大好的江山，白送人家的道理!Jと
劉議に語らせるのは，とりもなおさず，現実の事態への批判として機能してい
く。観客の側もこの萄の崩壊に借りた亡国を憂える悲憤様慨を，現実の政治へ
の批判としてうけとめ，共感していたで、あろうと患われる。時代は少し下るが，
1918 (民間7)年に『突担廟』の脚本を掲載した『春樹J第1期では，冒頭に
按誌を付して，この作品が在笑俵の悲憤擦1涯のi脅から発したもので， i亡国因
果報Jの作品で、あることが諮られているのであるO
このように， t笑{震の時事新戯が，当時の民衆の心?青と呼応し，政治批判の
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意図を拐擦にもちながらも，手法としては「古装戯J(古典劇の衣装によるも
の〉で， I借古議今Jともいうべき方法をとっていた，ということは銘記して
おく必要があろう。
i壬笑撲は，後に f古装戯Jにとどまらず，当時の洋服式衣装を身につけた
1ft寺装新蛾J の現代物『亡国惨史~ ([f波&1亡罰!参Jとも称される〉などを上演
するにいたる。これも好評を博し，また外国の話を借りながら清朝政府を痛罵
するものであったため禁演処分をこうむるというほど現実的反響の大きいもの
ではあったが， しかし京劇という枠の中での所産であったとしなければなるま
い。京劇という形式をそのままに，現実をより写実的に描こうとすることの困
難も横島わっていたために，この試みは，さほど大きな収獲をげられなかっ
たようだ。
2. 秦穫の時装新戯
一方，北京でも伝統劇に新しい題材を吸収しようとする動きはあった。だが
それは京劇ではなし秦経(榔子麟〉の花旦俳優則禁裳による『窓輿女土伝J
と，梁!:':I)1Iの{乍，経霊芝(秦の青衣俳優)Jニ演の uv:子愛国Jなどであったo
f友子愛国3が， 1906 (光緒32)年5月初日に広和楼という劇場で初演され，
続いて 5月26，27日に広徳楼で，玉成斑の田際空三によって了窓興女二t伝3が上
演されているのである。
デt:子愛国Jは，海外に出ている兄に刺激されて国外の事情に関心を寄せ，
自閣の運命に思いを馳せるがために奇人扱いされている震良国漆窓県の女性魯
至道(字は憂葵〉が，知県下良法に見出されて，女子教育の重要性を説き，女性
に社会改革の自覚を持たせ，ついに知県夫人らの助力を得て女学堂を始めるよ
うになる筋であるo[f恵輿女土伝Jは，前年の1905(光緒31)年，災i怒にあっ
た事件によるもので，抗弁i貞文女学校長恵興女史が，学校のための募金を将寧
の瑞輿に要請したところ，取り合ってもらえぬばかりか逆に侮辱までされたの
で，憤慨して自殺したという話を，頁i陶芸なる人物が脚色したものである。
いずれも伝統劇の手法で，新しし、題材一一国家危急存亡の時に際して，女性
が自ら学問をい世界の道理を知弘社会改革の一翼をになうよう「文明jf部
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関jを呼びかける一一ーを扱ったものといえるO 当時の新聞などでは「文明戯Jの
訴も見えるようだが， これは，後に上海を中心に隆盛を見せる jJl呂_I(歌唱部
分〉を含まぬ対話劇の初期形態としてのそれとは異なり，「ハイカラJの芝居
とし、う程度のことであろうと忠われる O したがって芝居の様式の概念そのもの
には変更がない， と見なすべきであろう。
たとえば『女子愛国』の初めの部分で，程、護送が近所の求人、女性たちに諮っ
てきかせるところは，次のようになっている。
(lま〔魯杢道〕自)迄纏足有三件大諮 f制作可脅知道 (会主〔委主筆仁〕白)
誌妨妙j夫説這頭一容 (旦鳴〉這頭…害問纏足氏無智国運衰敗衆努
民党議浅心jB不i封想安逸 f自労苦人人権怠只落得;号:無関白無
見 惹禍招災 (衆白)控室於迄様科書 〈旦白〉伝想天生来的人 中国
外問者I~是一様外国女子可以Jf~山越嶺遊底四方我国女子図為纏足
只能主~在家褒就走大円以内也要、f環扶持方能行走若問他海上的)武器
各国的道路 他是?と然不!主主這児女{門限養他長大了 見開不広宣不就是軟
弱的桜子鴎
[-白Jの15める比重;が非'fltに大きく， しかもほとんど口語体といえるもので，
11呂Jの部分を除いて韻などもふんでいなし、から，所語科i当劇の台詞に近い形
となっているが， しかし f隠Jが有機的に機能している点は，どう見ても伝統
劇の手法である。しかもこのように「白Jが多いのも，それは秦経としての特
よるものであって，これをもって科白劇の「新劇Jが出現したと見なすこ
とはできなし、。この F女子愛関3 を掲載した『春耕J~ 第 1 期では，やはり按語
L，この作品の「過渡戯jたる性格を指摘しているのである。
このように，田際雲らの新しい動きも，やはり伝統劇の手法，様式に新しい
題材を盛り込んだものであって，芝居の様式自体の概念には，大きな変更を迫
るものではなかった。出際雲自身は，この後1910(笠統2)年に，新劇(科白
劇〉の Uj泣南亡国惨新劇Jなどを執筆するが，これは，上海での「文明新戯」
運動の洗礼を受けた三E鐙子ちとの合作によるものである。
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3. 改革の限界
以上のように，秦腔にしても 11呂Jを郎構成の中に有機的にとり入れる伝統
劇のスタイノレは脱しえていないし， より一層「嶋Jv:こ比重のある京劇にいたっ
ては，たとえ在笑{農の時事新戯であっても，なおさらである O 伝統離の改革が，
時事新戯なりi時装新戯なりを生み出すことはできても，そこから科白劇，対話
劇へと飛躍していくには，いまひとつ大きな締りが横たわっているとしなけれ
ばならない。
何故これら新しい題材をとり入れた作品が，新しい題材をとり入れながら伝
統劇の枠の中にとどまり，科白劇へと進展していかなかったのか。それは，伝
統劇自体の有する体系ともいうべき様式のしからしむる榔のためであったと同
時に，観客を含めた劇場をとりまく環境に規制されたためで、あったろう。
北京での京劇が，光緒年間の初めに宮廷に入るようになっていたことはすで
にふれた。また北京の秦膝の受容震は，主として太平天国運動以降北京に増加
してきたヱ場労働者であったとみなされ，そのことが秦授が時勢に敏感であり
えた基盤でもあったろう。それで、は上海で、の劇壌は，その基盤である観客や劇
場，またその環境はどうであったのか。 校笑僕らの時事新戯などの限男を切ら
かにするためにも，検討の必要があろう。
上海の劇壇について，二海劇壊と殺との関係Jとj認する調査報告があるO 昭
和15年7月付で，当時の「興亜院撃中連絡百g調査機関文化調査窓jによる
である。これは持閥的に見れば， 40年以上院った時期の調査であって，法末当
時が，必ずしもこの頃と同じ情況であったとはいえないにしても，この報告書
で詳報されている「脊ムことに「青持jの存在とし、う事態は，後にもふれる
とおり，さほど変化がなかったのではないかと考えられる。そして，このヨむ
と劇壌との関係ということが，往々にして見落としがちな点でありながら，伝
統劇の「世界Jをかなりに規制しうるものであり， したがって伝統離のあり様
の深層部分に関わるものであるとの観点から， しかもこの種の調査があまり一
般の!3に触れていない事情を考え，以下に，煩雑のそしりを恐れず，少しこの
報告書の記述を追ってみることにする。
この報告書は，
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-序説 1.戯劇 2.劇場 3.俳優 4.伶界聯合会 5. 
二.布の断Tuf1.性;格 2.組織 3.上海の背有
と 6.観衆
三.劇壌とね( 1.劇場主及興業部としての都 2.六大戯の経理 3.劇場使
用人と都 4.俳優としての帯 5.鋭衆としての脅
四.料品写
という構成をとっているが， ここでは誼接関わる部分だけを整理してみようり
まず場場およびそれをとりまく情況。
[現在上海に於て三ト有余の劇場と六飼の遊芸場が興行している……(これ
ら〉劇場の劇場主或は経理は同時に興行部であって俳優と劇場主との間に興
行師又は興行「ブローカーJは存在していないoJ
「劇場主は俳優に対し絶対権をもっているつJ
「劇場主は劇団に対し殆んど絶対権を掌握している
そしてその劇場主のほとんどが， r育者gJに加わっているというのだ。
1".1二海の六大劇場〔黄金大戯腕，更新舞台，栄記共舞台，重量記大舞台，天機
舞台，ヤ爾設大)鉄民一引用者注〕といわれる一流劇場の五倍は其の経営者が
く育脅に籍があり更に其の二つ〔黄金，妥筆記一引用者〕は紅持にも加入し
ているの未璃登大戯続の周翼華のみは青脅にも亦紅脅にも加入していないが
青都の有力者とは何れも密接な関係をもっているつ其の他の小劇場に到ては
場主が脅に加入しては民ないが都の庇護を受けるために有力な持員に株を提
供し毎年若干の利益配当を為し実際に利益の上らない場合でも相当額を努員
に給与しないならば経営上の危険を惹起する虞があると言われているoJ
ただひとつ「帯jの加入者によらぬ経営ということが，トド爾登大戯践の経
営を進歩的ならしめて居る思想上の原因と見ることが出来るであろうJという
ことにもなる。
さらに劇場使用人については，
f全上海の劇場使用人は二千名内外と査定して甚しい相違はないであろう。
此の他に俳優や楽部から俸-給を得て劇場に{動いている者も少なくないから俳
援を除いた劇場関係者なるものは二千名を蓬かに超過していると考えられる。
然、るに一般に劇場使用人は替に関係をもたない限ワ立足の余地なしと言われ
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ているから此の二千名の大部分は替に関係のあるものと想像することが出来
る!
となり，劇場をとりまく環境は，ほとんど「都Jとの関連の'+1にあることにな
る。
次に俳優との関係では， f高百歳など~16名が正式の}Jrl入者のほか，正式には加
わっていないが「都Jの有力者と親密な関係をもっている者が相当数いるとい
う。しかも当時の伶界連合会の有力者"/J~ I脅」に加わっていることから，その
影響力はばかり知れないものがあるとし、う。
「伶界聯会の実権を部関係者が掌握している事実と又ードi弱設を除く劇場の経
理が総て智加入者である事実とを考j怠に入れるならば俳優社会に於ける郭の
勢力を略想像することが出来るであろう。{I耳となれば劇場から関1:¥された俳
優は縦へどんなに芸が優秀であっても出演の機会をもつことが出来ないし伶
界聯合会から反対されては出演はおろか個人的往来すら禁止せられる厳格な
規定があるから俳優として立つ以上は青詩で、ある劇場3三と伶界聯合会には絶
対に服従しなければならない事情にあるoJ
一方，観客とどう関わるかについては，次のように報告されている O
「上海の京劇観衆として街人，資本家が)主要な部分を占めてJiする事実は既に
説明した処であるが其の商人，資本家の中に在脅商人が多いと仮定するなら
ば京劇の観衆としても脊が重要な意味をもつことは明かであるO 然るに「上
海の育評Jの項に列記した女nく商人が絶対多数を占めている事実並に荊人間
には頻繁に応酬の行われる 更に主要なことは脅のもつ封建性が京劇の
もつ思想的内容に合致している事実によって穏に加入している商人ラ資本家
は京劇愛好家となり，従て持は京劇の主要な観衆となるのである。」
なるほど1930~40年当時は，このような情況であったとしても，これを遡る
こと40年の時期の情況が，はたしてこのとおりであったか，となると確誌はな
い。とはいうものの，類似の事例が全くなかったともいえず，またそういう事
態をうかがわせるものがなくもなし、。たとえばラ次のような記述がある。
夏氏兄弟到上海是在光緒年間，当時上海租界史巴経是洋奴流奴世界，他問
勾串巡捕房的包探狼狽為好，在地面上張牙舞:爪，無窓不作。関戯館的必須扶
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幾{![tl流以来保銀，無論什)史権利，他1pl]総要 f~=î先，後合同行敢怒部不敢言。有
一次，幾{間流棋在戯調子前台楼上R長野良砂i乱要支汗j預備発包銀的銭。夏月
前11.了一把刀，欄若楼jず)1句読:阪大罵， n下得他1Flj不敢下楼。有一年夏氏弟兄在
漢!こi演11¥，関為不言F流訳者A長!戯，都会的“竜頭η 滋1P9)品江喫茶講理来恐1下位
WJ， tJ、為他1rJj決不敢来。可是， IJ:~乎澄斑流íJ支意料之外，月剤、月 j間以単刀赴
会B守気味準時過江，現政気~L地解決了一場料紛。
これは，在笑俊に次いで上海で京彦u改革に当った変氏兄弟(Jj悦・月璃・月
潤〉について述べたものだが，ここに見える「流放Ji脅会jを， [-青持Jなり
f紅都」なりとして考えるのは，さほど無理なことではあるまし、。この一文も多
角度こそちがえ，京劇界がう Jとし、う存在との問に根深し、縁をもっていた
ことを述べているといえよう。
京劇が，その伝統的様式から脱し切れなかったのはタこのような劇場をとり
まく「野Jの存在としづ要因に，一応その大きな理由を見出すことができる。
ただ，このような要閣ばかりによるわけではないことも，考えに入れなければ
なるまし、。というのも，京劇以外の劇種，たとえば紹興戯などでは全く事情が
異なり，これら「青脊」の食い物にされておらず，関係もさほど深くないから
だ。いわば京劇だけが， I務jと骨がらみになっていたということになる。先
の調変報告の結認でも，京劇だけが汗むと深く関わりi食い物にされていた
ことを指摘し，他の劇種ではそれほどの関わりをもたなかったことを述べて，
次のようにも記している。
f……新劇に~つては如何なる国に於ても替との関係はなく{革かに在有者の
所有する劇場を借用する時其の借用の期間中だけ関係をもつに過ぎないoJ
京劇界だけに深く「育者むが入り込んでいたということは，それだけ京劇の
興行的師飽があることを物語るものであるが，もう一方では， I脅j とは関与
しない観客をも含めた，京劇の根強い人気というようなものをうかがわせてい
るであろう。そのことから，京劇の「大衆的Ji庶民的jな根の深さとでもい
うべき側面が浮かび上がって来る。そして，そこにこそ京劇の変貌，改革を函
難ならしめる最も根源的な要因があったといえるので、はないか。同時に，この
ように京劇界が，その興行的{函館がある故にがんじがらめに束縛され，別個の
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「世界Jを形成していたということに，新劇(文明新戯〉が，学生演劇運動と
Lて展開されねばならなかった必然的理由があったともいえるだろう。
4. むすび
以上のように，科白劇としての文明新戯に先立つ持率新戯なり時装新戯なり
は，作品自体のスタイノレは依然として伝統劇の範憾に入るものであったと見な
すことができょう。そしてこれらの演劇は興行として成り立っており，それを
成り立たせていた社会は，上海を例にとるならば， r育者むと密着した古い体
質のものであったo I新劇Jが生み出されるには，京劇などの伝統劇は，あま
りに既成の完結した世界」を形成しすぎていた，ということになろうか。
では，これに続く学生演劇のにない手たちは，このような伝統劇の「改革J
から，一体何を吸収していったのか。それは，在笑{農らの作品が観客に受け容
れられた理由とも重なり合おう。つまり，手法としてはたとえ「近代J的でな
かろうと，時の政治を痛烈に批判する f敢Jの姿勢を具えていた，ということ
だろうと考える。その点において，これらの「改革Jは「進歩」的でありえ
た。諸々の制約の下で限界のある持事新戯・時装新戯であるが， その「進歩
性Jというものを認めるとするならば，やはりこの点に帰蒜するのではあるま
し、カミ。
最後に， ~壬笑際なり，これに続く夏氏兄弟なり，あるいは学生演劇などが，
いずれも上海に起こったことについて若干ふれておきたい。しばしば，商人層
が多く経済力があったこと，租界が存在し警察権が及ばなかったことなどが理
由にあげられる。しかしそれらは必ずしも演劇改革にプラスとしてばかり{動
いてはいなかったように思えるO 租界で警察権が及ばなかったからこそ「流
探」も多く， r帯」も強し、。しかも商人層といわれる層自体が吋むがらみで
あった。これらの点について，現在ではプラス部だけが強調され過ぎているよ
うに見えるO やはり，上海における観衆の， I新し物好きJとかし、った「気質j
のような点ももう少し検討する価値がありそうだ。これについては，北京では
芝居を見ることを「聴戯Jといい，劇場の客席も舞台に対して斜めに配置され
ていたのに比し，上海では「君!裁j といい，それに都合がよいように席も正面
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を向くようにされていたといった点に何か手がかりがあるように思える。この
点については，今後の課題合としていきにいo (1980. 1.14初稿1
¥ 4. 5二稿f
付記 本稿は， 1979年末に筑波大学大学院博士課右鵠論文(修士〉として
提出した刊斗謹初期話劇(文明新戯〉運動研究Jと題する論文の，第 1
主宇部分を要約，加筆したものであるO
注
1)末尾引用文献一覧参照。以下本稿では，注釈部分においても，引用・言及論文書名は
すべてこの形式で略記しているので御諒解野品、たいつなお引用文献一覧は，論文書名の
出現)1員に配列してある。
2)ここでいう「近代劇Jとは，一応，一般に言われるとおり， 191笠紀末ヨーロッパにお
ける一連の自由劇場の出現で示された，近代市民社会に相応した形の演劇形態を指すも
のとする。
3)張皮1954に，後に文明新!戯の俳優として，またさらに話劇運動をになっていく在援説
( 1111賢〉の『我1~1"J俳優生活~ (未見〉を引用した後で次のような記述が見えるO
…遠藤;時装戯離然和外国戯i河合， liJ是一点也没有受官的影響，反市街j是受当時在笑
傑他的那種時装新戯或I守:事新戯棋大影響，或者儒直就是模倣他{門的。
4)陶君起1962及び鏡堂1976によるO
5)鋭1it1976，(3)第1部171乙「供奉j 常道打篤として詳しく述
べられているO
6)張炭1954の第1章第1節に， r任1即日』を， 18劇の俳優が現代物を演じた最初と見る
という記述がある。
7) )可信芳1957の記述による。中村忠行1952では， I克金 (-1説に克津)Jとしているつ iえ
これ以下のt笑{農の来援についても，主として周信芳1957によっている。
8)大IrU1918によるo
9)李洪春等1957，P43，-.，.，46に詳しく論じられているョ
10)在笑{農1957，P .140によるO 尚この防ミ組廟Jは， 1918年12月発行の『春柳J第1期
にも掲載されているが，それで、は多少字句の出入があるので，以下に掲げておく。
(老生i当〉皇児進官有何本奏 〈生白〉今有都文間関成都父皇為何坐視不理(老生
白);)1::是為父坐視不理只閤満額文武有的願戦有的願降孤想不如投降免得生霊塗
炭 (生白〉自盤古以来江W-l只有争開那有善議之道理
11)在笑{農1957.P .144によるO 尚『若手柳』では以下のとおりつ
死I~ヲ女子 (P呂揺板〉一見夫人尋短見 我心中好1IJ、乱万刻 (jg立割人頭介〉宝剣一挙人
頭部r(作観見案上嬰児状〉我三歳的嬰児 也被刀餐手提人頭出宮股 (太監51小生
上~tll呂〉一見二子限l邸内 〈太52白)r愛冴王爺野一言不発為何要殺我那二位股下
(生(1)国磁家亡死了千浄
( 13 ) 
12) 1判認近代史1977，P. 270~274の記述によるO
13)春樹i雑誌事務所，天津。民間7年12月1日
14)張庚1954は，次のように記しているO
ìf笑燦不僅演誠刺fl寺事的戯，市立地還出外国故事，加{点払t~l戯「火袈罪人J，選有「亡
関惨史」等。当然，這裏就禿生了五(戯(lkJ~-<波方法~与新生活之三矛盾的問題。但在那
時{氏他却宅不猶子地穿j二荷装大京戯， TnJ不以為意。不過在観衆君来，総還是覚得
不)1民隈，右些入党得遼不安1:)1立n危説話好J塁。
15)古川良幸111976，P. 38によるC
16) I拘君起1962，P. 22によるC
17)古川良不1J1976では，これら新聞(口i民夫持者むなど〉の訴をうけて，この『女子愛国J
などをもって，いわゆる「文明!戯Jの北京におけるはしりのようにみなしているふしも
あるが，筆者は本文にも述べたような鋭j三カミら，これには賛jI'1Jしかねる。
18) W春柳J第 1年第1J弱(民間7jY.12 Fl)o尚 f女子愛国』は[Ei]2友Jj(民間8年1月〉
にかけて連載されている。
19)討ミ13)に同1.:0
20)開立問会図書館蔵。 シアリーメ:'Øf~37l開。 尚，調査7告は，興亜説調
査官増谷達之輔。
21)梅欝芳1961，P. 4によるO
22)このことについては辻総花1913をうけて， 1*1村忠行'1952が指摘している。
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